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f葺を皇道 検 診 専総 合 病 棟 誇

胆 道 癌 中 で も段を言翻 鋸 L監督 巨頭紳 軒 だ新 潟 県 が巌 も頻 度 が

浪 る卓 そ こで や後 段 な紺 膏 漫蘭書胆 道 癌 や 鰍 症状 月臣諸道 癌 を 早

期 に∴発 見 す る 手.棺 で あ る胆 遺 検 診 が〕普 及 と纏 う掴 ミ望 まれ

ら - - ∴ 一十 ･㌧.∴ 樟 十 _/ .I.i∵ ∴ (~ r一 十 恒 吊 †車上 ＼

は 体 外 議 腹 部 題 首班 諾い湾〉5さと肝 機 能 検 査 の 組 合せ で 縛 な

折 れ て い る . 払 兆 確誹網 ㌻髄 箪 よ 畑 二の 方 式 で 縛 -了こお を′3号

今 夏葦そ の 成 績 と問 題 ノ轍 こ㌦二〉い て述 べ るむ

対 象 と 方 法

検 診 は 図 濃 の 様 に購 才昆 _止二鉦 磯 地 域 住 民 を 対 象 と

して リニ ア 武 車 型 腹 部題 翫 疫機 械 (~敷 芝 S鮎 L-3望嘗狛 望

癌 検 診 7 胃 間 接 撮 影 に よ る 胃癌 検 診 子 機 潜 血 i-ス トをこよ

検 査 を組 合 せ た 総 銅 系検 診 と して 車上 濃 " 検 診 は H yげ

くM 圃寒済検診に硝薬する影で胆遜検給を行った俗

(2)膝誇喜昭
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で 巨弓的 臓 器 を胆 道 用巨を嚢 と胆 管 ) に しぼ -了こ検 診 LfJJ

な お 記 録 と して 緊常 断 りみ ボ ラ も-3イ ドー′プ1㌦ しム 且- 2枚

を 撮 影 し結

成 錆

付 十 二Il::柱 肯 1Ll丸 1 ･1､号 .~眉 畑 前半∴ミ∴細 工 予 仁lミ仁 .;

2㌢Bjm 名で 合計 5甘望僧 名 で あ -､紅 鮭 別 で は 身 性 が 男 性 の

予 :_1㌧ 'l(‖ :H 巨 木 tH㌦ :l',･十 ㌧㍉･'-, l八 十 十 ㌧∵ い∴ 十 三p

検 診 受 検 務の 打 ､-8% で 精 密 検 査 受 検 者 は 90% 以 上 と 良

好 で 澄うり栄二p 検 診 の 結 果 慧年 間 に 早 期 類 似 胆 嚢 癌 3 例

乱 掘 % ), 胆 嚢 結 石 且削 例 (L 9 5% ) , 胆 嚢 ポ リ --プ 39例

乱 75繁る)7 肝 内 結 石 望例 ( O m 4 % ) , 胆 管 癌 且 例 乱 鵬

雛 や 太 腹 癌 転倒 乱 洩9% ) 7 胃 癌 m 傍 目 E3｡望慧雛 を 党 差違

寮 澄 胆 道 検 診 結 果 ぞ琵 鎚0 帝 S 転且ノラ

総 受 検 凝 数

超 音 波 検 診 受 検 著 書 517転

胆 遺 疾 患 至 急58 を3 m 5% )

胆 嚢 癌 十 畑 いり Llo+

胆 管 癌 ト 畑 杷 ヤ
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脱 鱗 診 受 検 者 432後

大 腸 癌 8 相 月 .9 % う

検 診 受 検 老 5058



∴･了j_十伸上:十･.い叫憎い二r鵠甘パ

考 接

疾患の1-)である幹解に新潟県では胆道痛撃車で転胆藤

癌の死亡率は全図第蟻iソーであり早期発見のための胆道

検診のシステム化が望まれている,ところで現在愛国的

に試みられている胆道検診は出番播かない乳 は)太

教団を比較的窯が雛稲に処理できる事日射費用が安い事

より廃部電蓄波による検診3州5)が行なわれている8そ

の方法は私共の様な各地域の検診会場糾虹はもげて検診す

る出張検診516)↑検診率による検診7ト,検診指定施設に

餐めて検診する方法鴇トなどがある,この様に色々 な検診

方法があるがサ超音波検診の悶蓬3超点は胃検診にくらべ診

断精度が検者の熟練度や検査の所要時間をこ影響され易く,

_農芸八つ受検老U淵だ落度や腸管ガスOT〕着鰍こ左右され騒く蔀湖弱e

トーnTLl… 十E/こ高1､師､LLご:111日､′･･‡㍉弓,'ー~_十二･;:I,ソ∴

件､､it.:一十1㌦守.}十十.∴ ･̀一.1二 {E-∴∴ -r~･卜ilここ./I

pos立と呈vin例の中には旦?凍腎に転およぷ精密検査の際の

誤診狛乾きを:),精度の高い診断がぎ朋転な施設を整備する事

が胆道検診を発展させていくたが艦は必賓であっ東二円次

をこF絶息sefmn鍔紬veについて河村C,tnは超音波検診での

見逃しは逐年検診で∠豊中冒%も認められたと報告Lている

経験し紅 そこでこのFaiseNe好漁も豆V軒を防ぐために逐

年検診のほかにプ県/'タ-やボラもコイト∵才でルムによる
記録9㌔V頂閑や光ディスク7,1103などによるダブjLチェノ

タが行なわれ威厳を挙げても､る書きて胆道検診の巨W摘与は

手術可能な胆道癌を発鼠することであるかす胆遺癌の早

期発見は難しくQ糖をこ胆嚢癌では良性胆嚢隆起性病変と

は整Lく芋衝を必饗とする事が多い.また胆褒結石に合

併した胆嚢癌の診断屯難しく手術が不吋兜な事が多いp

LかL手術を行なえる症例は少なく,私共も手術例は発

そこで胆褒結石や胆褒雄を卜--:fc働症例の厳黍な肝を)損粕r

t車.･･:･L上要し∴こて:/t･

私共は腹部超音波を含む諾級葱で桑窯状を望し 遷hm頂

以下の多発性ポu-プてこ言レノ鼠テロ--ルポリ-プと確診

できるもの以外は9全ての胆嚢結石と胆嚢ポリ-プは手

術適応と考え手術を勧めているが,手術を拒否された場

合は6カ鉦短の超音波検査を主体とした厳蚤なFc>l旦ow

--upを行､つているせこの榛に胆遺検診は全国的に検討
されは首】二めたばか?)です色 な々発言3線薫が山襟若みされてい

tiTT

るが9今後に遠樹種できる検診であるB

ま と 占う

麹部超音波による胆道検診で早期疑似胆藤癌語例臓.描

%))と胆管癌3例 胤粉2%jを発見し検診は絡めて着用

が多く,胆嚢癌と澄議性断崖磯隆起性病変の鑑別や胆嚢結石

に合併した胆嚢癌の診断が難しノいなど解決されなければ

など)ない照男選点も多か-Jたす
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新潟大学をきた学部小児科 浅鼻汲 感




